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や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞
か
せ

て
、
さ
せ
て
み
せ
、
褒
め
て
や
ら

ね
ば
人
は
動
か
じ
。 

話
し
合
い
、
耳
を
傾
け
、
承
認

し
、
任
せ
て
や
ら
ね
ば
人
は
育
た

ず
。 こ

れ
は
今
更
説
明
の
必
要
も
な

い
、
日
本
海
軍
大
将
山
本
五
十
六

の
有
名
な
格
言
の
一
つ
で
す
。
そ

の
時
代
の
日
本
、
ま
し
て
や
戦
争

の
頻
発
す
る
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
は
軍
国
主
義
が
横
行
し

個
人
の
意
見
や
自
由
が
こ
と
ご
と

く
抑
圧
さ
れ
る
中
に
お
い
て
、
軍

隊
に
し
ろ
、
役
人
や
民
間
企
業
に

し
て
も
本
来
な
ら
全
て
「
命
令
」

の
形
で
の
教
育
が
当
た
り
前
だ
っ

た
は
ず
な
の
に
、
山
本
五
十
六
は

こ
れ
だ
け
の
事
を
や
ら
な
い
と
ま

と
も
に
人
は
育
た
な
い
と
語
っ
て

い
ま
す
。 

そ
ん
な
時
代
か
ら
約
八
十
年
、

今
の
世
界
の
変
わ
り
よ
う
は
当
時

の
人
た
ち
に
は
想
像
も
出
来
な
い 

代表取締役社長 

前田 和隆 

よ
う
な
こ
と
ば
か
り
か
と
思
い
ま

す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
は
昔

の 
 

の
を
更
に
上
回
り
、
若
い

世
代
は
と
も
か
く
、
そ
の
ス
ピ
ー

ド
に
つ
い
て
い
く
た
め
年
を
重
ね

る
毎
に
必
死
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
個
人
の
権
利
を
第
一
と

す
る
時
流
は
、
こ
れ
ま
で
暗
黙
の

了
解
で
無
理
強
い
さ
れ
て
き
た
社

会
の
弊
害
を
減
ら
し
た
一
方
、
必

要
と
思
わ
な
い
も
の
と
は
極
端
な

ほ
ど
に
関
わ
り
を
持
た
な
い
生
き

方
が
、
い
つ
の
間
に
か
本
来
人
間

と
し
て
必
要
だ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ま
で
無
く
し
て
い
る
世

の
中
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。 し

か
し
私
た
ち
は
仕
事
を
続

け
、
次
世
代
に
向
か
っ
て
も
継
続

し
発
展
で
き
る
よ
う
な
準
備
も
怠

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
人
類

が
誕
生
し
て
か
ら
綿
々
と
言
わ
れ

続
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
「
ま
っ
た 

Kazutaka Maeda 

く
最
近
の
若
い
奴
ら
は
」
的
な
愚

痴
を
連
呼
し
て
み
て
も
、
彼
ら
に

将
来
を
託
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
間
違
い
な
く
、
会
社
に
お
い

て
は
一
人
で
も
部
下
が
い
る
社
員

は
、
そ
の
部
下
へ
の
指
導
と
教
育

が
未
来
に
向
け
て
の
最
も
大
切
な

仕
事
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

先
ず
は
手
本
を
見
せ
て
、
理
解

の
進
捗
を
見
な
が
ら
や
ら
せ
、
失

敗
し
て
も
根
気
強
く
丁
寧
な
指
導

を
繰
り
返
し
、
出
来
た
時
に
は
し

っ
か
り
褒
め
て
達
成
感
と
や
る
気

を
出
さ
せ
る
。
そ
の
後
も
報
連
相

を
忘
れ
ず
、
育
つ
毎
に
権
限
を
委

譲
し
、
任
せ
る
仕
事
の
領
域
を
ど

ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
上
司
で
あ
る
以
上
、
責
任

を
取
る
姿
勢
を
見
せ
る
事
が
出
来

れ
ば
社
内
で
の
教
育
体
制
は
万
全

で
す
。 

近
い
将
来 

 

と
ロ
ボ
ッ
ト
が

完
璧
な
仕
事
を
す
る
時
代
が
来
る

で
し
ょ
う
。
で
も
人
類
が
存
続
し

人
が
人
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
人
を
育
て
る
事
が
一

番
尊
い
仕
事
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。 
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社員の皆さんへのメッセージをお届けします。 

KOKUSAI Person 
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令和 6 年になり、4 月には 2024 年問題があり、当社も類にも

れず運行の大幅な変更を余儀なくされ、長距離を中心に全線高速

にて対応しました。又、高速料金は別途お客様より頂くのが通例

ですが、お客様は余裕のある運行を選択出来るため、休憩時間、

休息時間等を確保するため、運賃の値上げの形で春先よりお願い

しました。 

又、春先よりの賃上げに関しては、大手企業を中心に、大卒の

初任給を 4万円から 5万円アップする等、受注金額の上昇よりも

賃上げの方が先行した感がありました。ましてや、昨今の円安は

アメリカ、ヨーロッパとの金利差を受け、一時 1ドルあたり 160

円を超えるなど、輸入製品の益々の高騰を招きました。その後、 

 

 

賃上げに頼らない、 

魅力のある会社について考える 

日本の金利をわずかばかり上げた事により、一時 10％程度戻しましたが、尚円安は続いています。さらに、

今年 10 月には 2,000品目以上の商品の値上げがあり、政府容認のもとインフレを加速させている感じがし

ます。 

2～3 年前でしょうか、韓国の平均賃金が日本を上回ったとの情報が入り、俄かに信じられなかったので

すが、事実であり、韓国だけにとどまらず、近隣のアジア諸国、台湾、ベトナムなどに於いても国民所得

は上昇し、日本を旅行するアジア系のインバウンドは益々増加傾向にあります。私事ですが、30年ほど前、

韓国に旅行に行った時の話、韓国ウォンの貨幣価値は、日本円の 1/8 でした。1,000円あれば韓国では 8,000

円の価値があり、当時韓国滞在中に観光バスにセールスのおじさんが来て、ベルト 3本と長財布 2個を 1,000

円で販売し、安いと思って買って帰りました。日本の長年の低金利政策が、日本の物価の上昇を抑え、賃

金さえも抑えたと言われています。 

10 月発足した石破内閣では、あと数年で最低賃金を 1,500 円にすると言っています。体力のある大企業

は多少の賃上げでも、びくともしないでしょう。但し、体力のない中小企業はどうでしょうか。コンプラ

イアンスを守るために労務費は上昇し、赤字、債務超過になり、倒産する企業が出てくるとの情報もあり

ます。 

国の賃上げの方針、会社の収益確保のための方向性とは裏腹に、忘れてはならない現状の課題がありま

す。それは、人手不足です。IT 関連等人気の企業を除いて、大半の企業が人手不足に陥っています。余り

に安い賃金に嫌気が差し、海外での就労を希望した人が、たくさんいるとの情報もあります。当社に於い

ても、人手不足は大きな課題で、運輸、梱包を問わず、募集をかけても中々応募がない状況が続いていま

す。ましてや、最近になり 20代の離職者が目立ち、理由は各自それぞれあるのですが、あからさまに給料

が安いとの理由での退職者も出てきました。賃上げが何処の会社に於いても急務となっているのは明白で

す。 

当社も余力があれば、賃金の底上げを実施すべきですが、やはり賃上げの原資、採算面等を考慮すれば、

賃上げの幅は限度があります。ただし、現在従業員に対し出来る事、ガソリン等の給油券の配布、ココマ

ートの商品券の配布はしばらく継続の予定です。又、さらに直接の賃上げではなく、有給休暇の増加、一

定時期の時短営業等も視野にいれて、当社の出来るところから始めて、魅力のある会社に近づけるよう模

索しています。 

専務取締役 

中園 嘉臣 
Yoshiomi Nakazono 
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皆さん、日々のお仕事お疲れ様です。このところ日足がすっ

かり短くなり、肌寒さを感じるようになりましたが、今年の夏

は本当に暑かったですね。酷とはわかっていながらも、現場の

皆さんには、いろんな場面で何かと無理を聞いてもらいました。

改めて御礼を申します。 

ところで、私事ですが、三年ほど前から気候が良いこの時期

になると、体力づくりを兼ねて妻や友人とトレッキング（山歩

き）をしています。歩く速度はゆっくりですが、ほんの少しの

食べ物と飲み物を入れたリュックを背負って、赤や黄色の落ち

葉のじゅうたんを歩き、その時々の山の景色を楽しんでいます。

山にもいろいろあって、悠々そびえたつ独立峰もあれば、幾つ 

令和六年秋 

取締役統括本部長 

萩坂 貴徳 
Takanori Hagisaka 

かの山が連なった連山もあり、それは様々ですが、山には共通な点が一つあって、ほとんどの山には祠（ほ

こら）や石仏といった神仏が祀られています。昔から修業の場として、また信仰の対象としての意味が大

きかったのでしょう。想像ですが、当時の僧侶や修験者、一般の人に至るまで、世の幸せや、あるいは自

身の修業のためとして、長い間あるいは生涯にわたって世俗を離れ、このような場所で肉体的、精神的な

苦行を行う人たちがいたのでしょうね。そういった跡も見学し、手を合わせながら、罰当たりではありま

すが、私なりの体力づくりと癒しを楽しんでおります。 

ただ、今に生きる私たちも幸せで楽しいばかりかと言えばそうではありませんよね。病気もあれば家庭

の問題、社会生活においての諸問題もある。個人差はあっても何かしらの肉体的、精神的な苦労があるも

のです。「穢土（えど）の一日の修業は深山の千日の修行に勝る」という言葉があります。（この人間社会

において人に揉まれながら生きていく苦労は、一人きりで深い山の中に入って千日の修業をするよりもっ

と大変だ。）という意味で、この娑婆（しゃば）世界においては歯を食いしばって耐えていかなければな

らない事が多くあります。人はそれぞれ世に生まれた以上、家庭であれ、職場であれ、地域のコミュニテ

ィであれ・・・、その中で自身を磨かなければいけないのかもしれません。私の一番の修業の場は、仕事

を通して自身を成長させてくれた職場（国際運輸）ですが、皆さんは如何思われますか。 

 ところで、これはある本の受け売りですが、対人関係に悩ましさをおぼえるとき、「その対処法は、先

ず、相手の立場になって考える事。相手の方は「辱めてやろう」、「いじめてやろう」と発した言葉ではな

く、私のためを思って泣きの涙で言ったのかもしれない。誰か尊い方がこの人に身を変えて諭しているの

かもしれない。そう思えば鬼の顔も仏に見えるのではないか。これも修業と思ってそのまま受け取ること

が出来れば多少は心が落ち着きます。 

最後になりましたが、この秋、梱包部においては、一名に主任昇格、二名に班長昇格の辞令交付があり

ました。それぞれ皆さんにお伝えしたいのは、立派な役職者というよりも、人として感じの良い管理者、

役職者になっていって下さい。上に立つ者、大事なのは人柄です。それが部下や後輩、組織全体に伝わっ

ていきます。昇進をされた三名の方々には心から祝福を申し上げますと同時に、これからの皆さんの成長

に期待をしています。 
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開始時間 終了時間 場所 内容

9:45 10:05 体育館
 オープニング

 ●開会の辞　●挨拶　●名刺交換マナー講習

10:10 10:30 企業ブース  企業ブース回り①（グループ）

10:35 10:55 企業ブース  企業ブース回り②（グループ）

11:00 11:20 企業ブース  企業ブース回り③（グループ）

11:25 12:25 企業ブース  企業ブース回り④（フリー）

12:35 12:45 体育館
 エンディング

 ●挨拶　●閉会の辞

たくさん遊びに 

きてくれて 

ありがとう！ 

今年の夏に当社のインターンシップを経験した 

生徒さんが真っ先に名刺交換にきてくれました！ 

KOKUSAI Information 
国際運輸㈱で行われている日常の様々な出来事を紹介します。 

10 月 4 日（金）、波佐見高等学校において体験型企業説明会（COURSE EXPO in 波佐見）が開催され、当

社も今後の求人活動の一環として初めて出展しました。長崎県内の企業を中心に多くの企業が参加する中、

高校生及び中学生が各企業ブースを回り、普段の学生生活では体験できない様々な仕事について学んでい

ました。当社も企業説明を行った後、梱包作業について実際に荷台に上がり、体験していただきました。 

日 程 2024 年 10 月 4 日（金）9:45－12:45 

場 所 波佐見高等学校 

参加者 波佐見高校 1 年生（78 名） 

波佐見高校 2 年生（89 名） 

    波佐見中学 2 年生（128 名） 

出展者 23 社 

目 的 地元企業を知り、進路選択に役立てる。 

開催概要 タイムスケジュール 

開催様子 

当日は約 40 名の学生さんが事業内容について熱心

に耳を傾け、他社に負けず大盛況でした！ 

みんなが見守る中、実際に荷台に上り、バンニング

を体験。想像していたより難しく苦戦中です。 

梱包部社員の手伝いもある中、多くの学生さんが当

社ブースに足を運び体験してくれました。 

4 



お手紙の紹介
当日参加してくれた波佐見中学校の皆さんから
嬉しいお手紙をたくさん頂きましたので一部ご紹介します！









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Column 
知識を深め、人生の中で役立つ読みものコラムです。 

～六中観～ 

1. 忙中閑有り・・・ただの閑は退屈でしかない。ただの忙は文字通り心を亡ぼすばかりである。真の閑は 

忙中に有る。忙中に閑があって始めて生きる。 

（物をたのむ時は忙しい人にたのめという） 

2. 苦中楽有り・・・いかなる苦しみにも楽がある。貧といえども苦しいばかりではない。 

3. 死中活有り・・・死地に入って活路が開け、全身全霊をうちこんでこそ何ものかを永遠に残すのである。 

（のらくらと 50年 70年を送って何の生ぞや） 

4. 壺中天有り・・・中国のある市場の役人だった人が、役所の窓から見える通りに店を出している薬売り 

の老人が、夕方店をたたむと店先の壺の中に入って行くのを見た。翌日、老人にその 

事を尋ねると、「見られたんなら仕方がない」と壺の中に連れて行った。壺の中には珍 

味を並べた別天地があり、酒を飲んで大いに楽しみを尽くしたという。 

（日頃の忙しい中でも、自分自身が楽しめる趣味を持つ） 

5. 意中人有り・・・常に心の中に人物を持つ。歴史上の人物であれ、相談出来る人生の先輩であれ。 

6. 腹中書有り・・・目に止めたとか、頭の中のかすのような知識ではなく、腹の中に納まっている哲学の 

こと。 

 

安岡正篤氏の著書より 

 

11 月 

Happy Birthday 
 

おめでとうございます！ 

本 社  前田 佐図美さん 

運輸部 吉村 武さん 

運輸部 楠本 司さん 

運輸部 山浦 浩二さん 

運輸部 池田 誠さん 

梱包部 菅野 公治さん 

梱包部 平田 一孝さん 

〇● 編集後記 ●〇 

先日人材会社の方とお会いして現在の就職市場の動向を伺う機会が

ありました。高卒の新卒採用市場に関しては有効求人倍率（求人数／求

職者数）が年々増加し、今年はなんと 3.52 倍！すなわち 1 人の求職者

に対して 3つ以上の仕事がある状況です。各企業が人材確保に苦慮する

中、今後ますます人材難に拍車がかかることが推察されます。 

このような状況の中、近年はロボットの導入で人手不足を補おうとす

る企業努力も窺えますが、私たち物流業界にとっては先々もマンパワー

（人の手）が必須です。 

今勤めて頂いている従業員の皆さんに感謝し、できるだけ長く健康に

留意しながら勤めていただきたいものですね。 

（編集部 H.M） 

発行：国際運輸株式会社 所在地：長崎県佐世保市広田 4丁目 8 番 5号 

TEL(代表)：0956-39-0011 FAX：0956-39-1301 

TEｌ 
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Aiming at the highest customers satisfaction with all possible efforts. 


